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▼
対
象

①
給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先

　
か
ら
市
に
提
出
さ
れ
て
い
な

　
い
方

②
給
与
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た

　
方

③
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支

　
払
い
を
受
け
た
方

④
営
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど

　
の
所
得
が
あ
る
方

⑤
雑
損
（
災
害
等
に
よ
り
居
住

　
者
が
有
す
る
住
宅
家
財
等
に

　
損
害
が
生
じ
た
場
合
な

　
ど
）
・
医
療
費
・
生
命
保
険

　
料
・
地
震
保
険
料
な
ど
の
控

　
除
を
受
け
る
方

⑥
平
成
31
（
令
和
元
）
年
中
に

　
所
得
が
な
か
っ
た
方

⑦
非
課
税
所
得
（
障
害
・
遺
族

　
年
金
、
雇
用
保
険
、
児
童
扶

　
養
手
当
な
ど
）
が
あ
っ
た
方

※
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

　
四
百
万
円
以
下
で
あ
り
、
か

　
つ
公
的
年
金
等
以
外
の
所
得

　
が
二
十
万
円
以
下
の
方
で
、

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

　
必
要
が
な
い
方
で
も
、
控
除

　
を
受
け
た
い
場
合
は
、
市
県

　
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※
確
定
申
告
を
す
る
方
は
、
市

　
県
民
税
の
申
告
は
不
要
で
す
。

※
申
告
の
内
容
に
よ
っ
て
、
税

　
務
署
が
開
設
す
る
確
定
申
告

　
書
作
成
会
場
に
案
内
す
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
告
に
必
要
な
も
の
　
マ
イ

　
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
健
康
保

　
険
・
年
金
・
医
療
費
等
の
領

　
収
書
や
、
各
種
控
除
証
明
書
、

　
印
鑑
な
ど

①
給
与
所
得
者
や
年
金
受
給
者

　
＝
源
泉
徴
収
票
な
ど

②
自
営
業
や
農
家
の
方
＝
収
入

　
金
額
や
必
要
経
費
を
記
入
し

　
た
帳
簿
な
ど

③
災
害
に
よ
る
雑
損
控
除
を
受

　
け
る
方
＝
り
災
証
明
書
、
災

　
害
関
連
支
出
の
領
収
書
、
保

　
険
金
等
で
補
填
さ
れ
る
金

　
額
・
損
壊
し
た
住
宅
の
時
価

　
が
分
か
る
も
の
な
ど

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

　
持
ち
で
な
い
方
は
、
通
知

　
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

　
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票

　
の
写
し
と
、
運
転
免
許
証
・

　
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
本
人
確

　
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
事
業
所
得
に
係
る
収
支
、
年

　
間
の
医
療
費
な
ど
は
、
あ
ら

　
か
じ
め
整
理
・
計
算
し
て
お

　
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
方
法
　
市
県
民
税
申
告

　
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
１
月
10
日
付
の
お
知
ら
せ
回

　
覧
文
書
で
指
定
す
る
日
時
・

　
会
場
で
申
告

※
申
告
期
間
中
、
同
課
で
は
郵

　
送
の
申
告
書
の
み
受
け
付
け

　
て
い
ま
す
。

○
確
定
申
告
を
す
る
方
へ

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
作
成
し
た
申
告
書
は
、

郵
送
や
電
子
申
告
（
e
―

T
a
x
）
で
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
申
告
書
作
成
会
場
を
開
設

　
申
告
書
の
受
け
付
け
や
記
載

方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
混
雑
状
況
に

よ
っ
て
は
、
早
め
に
当
日
の
受

け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▼
開
設
期
間
　
２
月
17
日
㈪
〜

　
３
月
16
日
㈪
（
土
・
日
曜
日
、

　
２
月
24
日
㈪
を
除
く
）
　
９

　
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ
　
イ
オ
ン
い
わ
き
店

※
い
わ
き
税
務
署
に
は
申
告
書

　
作
成
会
場
を
設
け
て
い
ま
せ

　
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
の
申
告
相
談
受
け
付
け
を
実
施

市
県
民
税
の

申
告
相
談
受
け
付
け

い
わ
き
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

ト
ピ
ッ
ク
ス
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高齢者の障害者控除のお知らせ

ボランティア功労者厚生労働大臣表彰

介護保険課介護認定係　☎22－7475
　65歳以上の方で、身体障害者手帳、療育手帳、精神障
害者保健福祉手帳のいずれかをお持ちでなくても、要介
護認定（要支援認定を除く）を受けている方などのうち、
障がい者に準ずるとして市の認定を受けた方は、所得税
や市県民税の障害者控除を受けることができます。　
※各地区保健福祉センターで認定の申請ができます。

▷いわき傾聴ボランティア「みみ」＝泉玉露
　同表彰は、福祉分野などのボランティア活
動に顕著な功績のあった個人や団体に授与さ
れるものです。地域での傾聴活動のほか、傾
聴ボランティア養成講座を通じた普及活動な
ど、地域福祉の向上に大きく寄与したことが
評価されました。



連
載
シ
リ
ー
ズ
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住
宅
団
地
造
成
と
字
名
改
称
①

　
地
名
に
は
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
ヒ
ン
ト

が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
各
所
の
地
名
に

ま
つ
わ
る
由
来
な
ど
を
紹
介
し
「
い
わ
き
」

の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

　
日
本
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
は
昭
和
三
十
年

代
後
半
か
ら
大
都
市
で
始
ま
り
、
や
が
て
地
方

都
市
へ
波
及
し
ま
し
た
。
当
初
は
県
や
市
の
単

独
事
業
と
し
て
、
あ
る
い
は
県
住
宅
供
給
公
社

な
ど
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
坂
団
地
や
玉
川
団
地
は
、
千
里
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
（
大
阪
府
）
や
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
東

京
都
）
を
モ
デ
ル
に
、
新
し
い
街
の
典
型
と
し

て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
際
に
字
名

な
ど
の
改
称
が
行
わ
れ
、
玉
川
団
地
で
は
玉
川

町
の
後
ろ
に
東
・
西
・
南
・
北
が
、
ま
た
高
坂

団
地
で
は
市
内
で
初
め
て
「
○
丁
目
」
が
、
そ

れ
ぞ
れ
付
さ
れ
、
古
く
か
ら
の
地
名
は
消
え
て

い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
発
足
し
た
ば
か
り
の
本
市
で
は
、
当

初
は
民
間
企
業
に
よ
る
住
宅
開
発
に
つ
い
て
、

字
名
の
改
称
を
考
慮
に
入
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
当
時
は
全
て
の
行
政
事
務
が
旧
市
町
村
単

位
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
旧
市

町
村
に
ま
た
が
っ
て
開
発
さ
れ
た
区
域
で
は
、

住
民
の
生
活
に
不
都
合
を
来
す
こ
と
に
な
り
、

社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
市
の
発
足
後
、
旧
市
町
村
名
ま
た
は
旧
大

字
を
い
わ
き
市
の
後
ろ
に
付
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
住
宅
開

発
の
幾
つ
か
は
、
旧
市
町
村
の
境
に
開
発
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
地
名
表
示
の
原
則
が
崩
さ
れ
、

民
間
企
業
の
付
け
た
団
地
名
が
そ
の
ま
ま
後
ろ

に
付
さ
れ
ま
し
た
。
平
と
内
郷
の
両
地
区
に
ま

た
が
っ
て
い
た
団
地
は
「
い
わ
き
市
明
治
団

地
」
、
平
と
常
磐
の
両
地
区
に
ま
た
が
っ
て
い

た
団
地
は
「
い
わ
き
市
自
由
ケ
丘
」
と
な
り
ま

し
た
。

（
い
わ
き
地
域
学
會
　
小
宅
幸
一
）

※

い
わ
き
市
内
の
昔
の
写
真
を
お
持
ち
で
、
提

　
供
い
た
だ
け
る
方
は
、
ふ
る
さ
と
発
信
課
　

（
☎
22
・
７
５
０
３
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

せ
ん
　り

た
　ま

市農林水産業ロゴマークなどを作成しました
農業振興課農業企画係　☎22－7471

　震災から10年目を迎えるに当たり、本市の農林水産業が復興・
創生から新たなステージへ歩みを進める上で、より一層の魅力発
信や本市の農林水産物のブランド化を図る取り組みが必要である
ことから、キャッチフレーズを「いわきのめぐみ」とし、ロゴ
マークなどを作成しました。今後、本市の農林水産物のＰＲなど
に積極的に活用していきます。

高坂団地の造成　遠方に住吉坑のズ
リ山跡〔昭和30年代後期　佐藤正氏
撮影〕
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中
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中
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﹁
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ロゴマーク ボディーコピー


